













































































































































































































































































































































































































































諸特性 固有周期　（s） 減衰　率　（一） 封水損失水位　（mm） 残留　率1）　（一）
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試作トラップ 37 10 34．2 1．9 2。0
市販トラップ 30～40 12－23「33・・－34・61・・9－1・80．9～1．8
試作トラップ 40 1 16 16．9 0．6 0．7
市販・ラ・引32－42 14－18116・8－17・…　一・・0．5～1．0
5．　結　　論
　以上の結果をまとめると次になる。
　（1）19種類の市販わんトラップについて，それらの構造を検討した結果，①バスケットの
網目の最大値よりトラップ流路の最小幅が小さく，バスケットを通過した混入物が流路内で停
滞しやすい，②ダブルシンク用トラップの小シンク排水管の接続位置がウェアレベルより下位
にあり，小シンク排水管が封水を構成する，③二重隔壁構造の補水部の幅が極めて狭く（2～
3mm），詰まりやすい，④トラップ流路の断面積の変化率が大きい（4以上または0．25以下），
⑤脚断面積比が小さい（0．1～0．6）などの問題点が明らかとなり，排水用トラップとして適切
なものは皆無であった。
　（2）市販わんトラップとその問題点を改善して試作したアクリル製おんトラップ（流路の
最小幅はバスケットの網目の最大幅より大，小シンク排水管の接続位置はウェアレベル以下，
流路断面積の最大変化率は3．2，脚断面積比は1．4）にっいて，配管内圧力性能，耐自己サイ
ホン性能，排水特性の諸性能を実験により評価した。試作わんトラップは，許容残留封水深
37．5mmに対して耐管内圧力性能の残溜封水深は39．2mm，耐自己サイホン作用の残留封水深
は41．Ommと大きく，排水時間が短かく（10s）なっており，適切な性能を備えていることが
明らかである。
　なお，本研究は，（財）住宅部品開発セソターに設置された「設備ユニットの排水器具研究委
員会」　（委員長篠原隆政，昭和57年5月～昭和60年3月）の活動の一環として行ったものであ
り，本試作トラップの構造はBLキッチンシステムの技術基準に採用された。
　適切な助言と貴重な資料・製品を提供して頂いた委員会関係諸氏，実験に際して協力を頂い
た元本学大学院生の鈴木啓太郎（現，戸田建設），元本学ゼミ生の土屋岩夫（現，大阪電気暖
房），谷田勝典（現，朝日工業）の諸氏に記して感謝の意を表します。
　また，本研究の一部は本学科学技術研究所の重点研究（昭和58年，59年度）によった。
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